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(2) 

大学の位置

干191-8510

東京都日野市大坂上四丁目1番地の1

(3) 

・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合 ， 本部の位置を（ ）書きで記入してください。

・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には ， 複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

ください。

（注）

管理運営組織

職 名 届 出 時 変 更 状 況 備 考

（イハラ トオル ） 

理事長 井 原 徹

（平成21年4月1日）

（ ユアサ シゲオ ） 

品ザ同ー 長 湯 i実 茂 雄

（平成1 9年4月1日）

（ タナダ 予ルヨシ ） （ ナンパ マサノリ ） 

研究科委員長 棚 田 輝 嘉 難 波 正 紀
研究科長辞任により交代
(24) 

（平成21年4月1日） （平成22年6月1 0日）

（ ムトベ アキノリ ） （ コジマ カオル ）

専攻科長 六人部 昭 典 児 島 薫 任期により交代（24)

（平成22年4月1日） ｛平成24年4月1日）

(4) 

、ーノ

「変更状況Jは， 変更があった場合に記入し， 併せて「備考」に変更の理由と変更年月日 ． 報告年度を

（ ）書きで記入してください。

（例）平成2 1年度に報告済の内容 →（21) 

平成24年度に報告する内容 →（24) 

・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば， 「変更状況Jに赤字にて記載（昨年度までに報告

された記載があれば， そこに赤字で見え消し修正）するとともに， 上記と向精に ， 「備考」に変更理由等を

記入してください。

－大学院の場合には， 「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

「事前伺しリにより設置された学部等については， 当該項目を記載する必要はありません。

（注）



、＿.／

( 5）一③ 調査対象研究科等の在学者の状況

ン竺
平成23年度 平成24年度 平成25年度

備 考
春季入学そ白他の学期 春季入学その他的学期 春季入学その他由零細

1年次
［ー］ ［ー］ ［ー］ ［ー］［ ］［ 

2年次 ／／ 
［ー］ ［ー］［ ］［ 

3年次
／／ ／／

［ ］［ 

言十

（注）・ 数字は ， 平成24年5月1日現在の数字を記入してください。
［ ］肉には ， 留学生の状況について肉数で記入してください。該当がない年には『ー」を記入してください。
留学生については ， 「出入国管理及び鍛民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

「留学ピザJ ）により ， 我が国の大学（大学院を含む。） ， 短期大学． 高等専門学校 ， 専修学校（専門課程）
及び我が園の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国入学生Jを
記載してください。

短期交換留学生など ． 定員肉に含めていない学生については記入しないでください。
学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

場合）に分けて数値を位入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「ーJを位入して
ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

rt十』については ， 各年座の春季入学とその他の学期多合計した在掌者数．留学生盆を記入してください。
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( 5）ー④ 間査対象学部等の退学者等の状況

凶： 入学者数（b)

平成21 年度
入学者

人

平成22年度
人

入学者

平成23年度
入学者

1 人

平成24年度 0人
入学者

合 Z十 1 人

退学者数（a)

0 人

0 人

0 人

0人

0人

退学者数（内訳）

者数 退学者数の
退学した年度 退学 うち留学生数

平成21 年度 人 人

平成22年度 人 人

平成23年度 人 人

平成24年度 人 人

平成22年度 人 人

平成23年度 人 人

平成24年度 人 人

平成23年度 0人 0人

平成24年度 人 人

平成24年度 。人 0人

一一一一一一一一

（注）・ 数字 lま ． 平成24年5月 1 回現在の数字を飽入してください．

入学者数に

主な退学理由
対する退学者数

の割合
(a/b) 

再DIV/0! 呼も

#DIV/0! 9'も

O Cj,も

#DIV/0! 9'も

一一一一一一一 O Cj,も

－ 各年度の入学者数については.I査当年度当初に入学した人数を記入してください．（途申で退掌者がいた泊合でも‘その退掌者敏容量直らす必事f;

あ旦茎盆企斗

各年度の退学者数については．退学年度ごとに犯人してください．また、 留学生数繍の人数については、選掌者粒の肉位を犯入してください．

留学生については ． 『出入国管理及び総長m定法』別表第一に定められる 「 『留学』の在留資格（いわゆる『留学ビザ」）

により ． 裁が国の 大学 （大学院を含む．） ． 短期大学 ． 高等尊門学級 ， 理事修学綾（専門課程）及び我が園の大学に入学するための

準備教育謀程を股置する教育施股において教育を受ける外国入学生Jを包入し て く だ さ い．
「 入学者数に対する退学者数の 割合」は ， 【当骸対象年度の入学者のうち ， 平成24年度5月 1 日現在までに退学した虫学生数の合計】を．

【当滋対象年度の入学者数】で除した割合（%）を包入してください．その際 ． 小数点以下第2位を四槍玉入し ． 小数点以下第1位 までを位入してく7

． 「主な退学理由」は ， 下の項目を多考に犯人してください．その際 ．
「就学意欲の低下（0人）』というように． その人数も含めて飽入してください．

（昔日入 項目例）・就学意欲の低下 ・学力不足 ・ 他の教育自由関への入学・転学 ・海外留学

・就職 ・学生個人の心身に関する事情 ・家庭の事情 ・除錆 ・ その他
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2 授業科目の概要

＜文学研究科 美術史学専攻 （博士後期課程〉〉

( 1 ）捜業科目表

科目区分 授業科目の名称
配当 単位数 専任教員等の配置

備 考
年次 必 修 選 択 自 由 教 授 ；住教授 繍 師 助 教 助 手

未聞Pl

日本美術史特殊研究 』♀ 2 Jil修希望者がいなかったため（24)

未開Pl

日本近代費術史特殊研究 μ♀ 2 贋修希ii者がいなかったため（24)

未聞紙

東洋美術史特殊研究 μ呈 2 組修希a者がいなかったため（24)

来開m 履修希筆者がいなかったため（24)

特 来w陣

↑噂 殊 仏教美術史特殊研究 牛..o.4 2 Jil修希鑓者がいなかったため（23)

土 研 未開m 履修希ii宥がいなかったため（24)

後 究 来Mil

期 西洋美術史特殊研究 牛..o.4 2 思修希望者がいなかったため（23)
手ヰ 未聞織 履修希望者がいなかったため（24)
目

来槻』轟

西洋近代美術史特殊研究 』ー♀ 2 履修希望者がいなかったため（23)

未聞獅 履修希望者がいなかったため（24)

未開講

芸術学特殊研究 .i-...4 2 履修希望者がいなかったため（23)

研究指導特殊演習 1～3 8 6 

4旨

（漆）・ 届出書の様式第2号（その2の1)に準じて作成してください。
届出時の授業科目全て（兼任 ． 策担教員が担当する科目を含む。）を黒字で!c載してください。 そのよ

で． 前年度報告時（平成23年度に届出された大学等は届出時）より変更されているものは赤字見え消し

修正し ． 「備考」に赤字で理由・変更年月等を配入してください。
なお ． 昨年度の報告書において赤字で見え消しした部分については ． 見え消しのまま黒字にしてください。

「配当年次」について ， 届出時に開講時期を配載する必要がなかった学部等（平成1 g年度届出以前）に
ついても ． 届出時の状況を黒字で記載してください。また ． 前年度報告時より修正があれば ． 赤字で見え消し
修正をしてください。

履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても位入してください。

(2）便業科目数

変

必

5 



(3）未開講科目

番号 授業科目名 単位数｜配当年次｜一般・専門｜必修・選択 未開講の理由 代替措置の有無

1 ｜該当なし

（注）・ 届出時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となって
いる授業科目について記入してください。なお ， 理由については可能な限り具体的に記入してください。

履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。

(4）廃.Lt科目

番号 授業科目名 単位数｜配当年次｜一般・専門｜必修・選択 廃止の理由 代替措置の有無

1 ｜鼓当なし

（注）・ 届出時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入してください。
なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

(5）侵業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」 ） 

該当なし

’（注）・ 授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見J及び「学生への周
知方法」を記入してください。

(6) 「届出時の計画の復業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

未開講科目と廃止科目の計
届出時の計画の授業科目数の百十

一

一

（注） ・小数点以下第3位を切り捨て．小数点第2位までを記入してください。
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3 施設・設備の整備状況， 経費

区 分 肉

( 1 ) 区 分 Z厚 用 共

絞
校舎敷地 31 801 rri 

運動場用地 10, 740rri 

地 官十 42, 541 rri 

そ の 他 1, 353rri 
等

合 自十 43, 894rri 

尊 用 共

(2）絞 倉 35 167rri 

35, 167rri) 

講 義 室 演 習 室
(3）教 ｛ 草 等

41室 34室

新E量学部等の名称

用

Orri 

Orri 

Orri 

Orri 

Orri 

用

Orri 

Orri) 

実験実習室

共
唾

用枯す
草
mる他

盲
の
目

共
校
用す

等の
る他の

学 尊用

Orri) 

容

Orri 

Orri 

Orri 

Orri 

Orri 

Orri 

情報処理学習施段

4室
40室

（補助職員 6人）

室

備考

百十

31, 801 rri 

10 740rri 

42, 541 rri 

1, 353rri 

43, 894rri 

It 

35 167rri 

35, 167rri) 

t百1学学習施役

1� 大学全体
（楠助職員 0人）

数
(4）専任教員研究室

美術史学専攻（情士後期課程） 7 室

図 • 学術後誌

新般学部等 視聴覚資料 機織・器具 棟 本
(5) 〔うち外国書〕 〔うち外図書〕 電子ジャ ーナルの名称

冊 種 ［うち外図書〕 点 点 点

63, 072〔13,792) 408〔62〕 133〔133) 553 86 114 図書購入計画の変更に

図
よる. (24) 

00学郁 (57, 954〔12,905〕） ( 522 ) 
ー ( 405〔59〕） ( 129〔129〕） 図書購入僻冨の褒夏1-
． (58, 45+ Hl W8l ) 

-t--408--f縫µ (m m:n) +-4邸�ト ( 86 ) ( 114 ) よる. (23)(59, �2 El 2, 9421 ) ι以主（ト

備 63, 072〔13,792) 408〔62) 133 (133〕 553 86 114 練本には美術工芸品を
含む

計 (57,954〔12,905〕） ( 405〔59〕） ( 129〔129〕） ( 522 ) 
(58. 45+ m. 5081 ) +-4品-fm-ふ 4斗♀3--f持斗ふ +-4鍵ー与 ( 86 ) ( 114 ) 
(59, 922 ft2, 9421 ) ι弘エヰ

菌 積 閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数
(6）図 ー 館 304 3, 937 rri 

鈎牛
440,000 

面 積 体育館以外のスポー ツ施設の概要 大学全体
(7）体 育 館

2, 245rri テ ニ ス コ ー ト 4 面 皐 球 場 8 面

区 分 開叡年度 完成年度 区 分 開2生前年度 開股年度 完成年度

経費 図書費には電子シ. ；ーナ
(8) の見 教員1人当り研究費等 400千円 400千円 図書購入賞 2, 477千円 2, 477千円 2, 477千円 体.. r －，へ・－｝.の益備費

積り （運用コZト含む）を含
＊、

経費の晃 共 同 研 焚 費 等 2,000千円 2, 000干円 般備購入費 0千円 0千円 0千円
積り及び
維持方法 第1：年次 ffi2年次 第3年次 第4年次 第5年次 第6年次
の概要 学生1人当り

納付金 1, 020千円 790千円 790干円 千円 一 千円 千円

学生納付金以外の維持方法の概要 ｜ 寄付金収入、 私立大学等経常費補助金、 資産運用収入、 事業収入 等

（注）・ 届出時の計画を ， 届出書の様式第2号（その1の1）に準じて作成してください。 （複数のキャンパスに分かれている

いる場合． 複数の線式に分ける必要はありません。 なお目 『（1 ）絞地等J及び「（2）校舎」は大学全体の数字を， その他の

項目はA C対象主幹部等の数値安航入して〈戸きい”〕

運動渇用地が校舎敷地と別地にある場合は、 その旨（所要時間・距離等）を「備考』に記入してください。
『（5）図書・設備Jについては ． よ段に完成年度の予定数値を ． 下段には平成24年5月1日現在の数値を記入してください。

昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては ． 変更部分を赤字で見え消し修正するとともに ． その

理由及び報告年度『（24) Jを『備考』に赤字で位入してください。

なお． 昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については ， 黒字で記入してください。

校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少， 建築計画の遅延）がある場合には ， 『建築等設置計画変更書Jを

併せて提出してください。
「事前伺いJにより段置された学部等については． 当骸項目を記載する必要はありません。
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4 既設大学等の状況

大 学の 名 称 実践女子大学 備 考

既設学部等の名称 修業 入
定 字員 編定入字員 収定 容員 字は位称号又 超

定
過率員 年

開 設度 所 在 t也
年限

年 人 3年次 人 倍

人
文学部 1. 13 

国文学科 4 110 15 500 学士 1. 20 昭和40 平成23年4月より入
（文学） 年度 学定員変更

120→110 (.6.10) 
英文学科 4 110 15 500 学士 1. 18 昭和40 平成23年4月より入

（文学） 年度 学定員変更
120→110 (.6.10) 

美学美術史学科 4 90 10 410 学士 1. 01 昭和60 平成23年4月より入
（文学） 年度 学定員変更

100→90 (.6.10)
生活科学部 1. 11 

食生活科学科 4 70 14 308 学士 1. 01 昭和41
管理栄養士噂攻 （生活科学） 年度

食生活科学科 4 75 5 310 学士 1. 09 昭和41
食物科学専攻 （生活科学） 年度

生活環境学科 4 80 10 340 学士 1. 20 昭和40
」ノ

（生活科学） 年度
生活文化学科 4 40 10 180 学士 1. 22 平成19

生活文化専攻 （生活科学） 年度
生活文化学科 4 45 5 190 学士 1. 04 平成19

幼児保育専攻 （生活科学） 年度

人聞社会学部 1. 08 人聞社会学部は学部
一括入試のため、 入

東京都日野市 学者を定員で妓分し
大坂上回丁目 て超過率を算出

人聞社会学科 4 100 10 560 学士 1. 05 平成16 1番地の1 平成23年4月より
（人聞社会学） 年度 入学定員変更

140→100 (.6.40)
編入学定員変更
20→10(.6.10) 

現代社会学科 4 100 10 100 学士 1.12 平成23
（人聞社会学） 年度

文学研究科 0. 41 
国文学専攻 3 3 9 博士 0. 33 昭和44
（博士後期課程） （文学） 年度
国文学専攻 2 10 20 修士 0.17 昭和41
（博士前期課程） （文学） 年度 、,_} 
英文学専攻 2 6 12 修士 0.45 昭和41
（修士課程） （文学） 年度
美術史学専攻 3 2 2 博士 0.08 平成23
（博士後期課程） （文学） 年度
美術史学専攻 2 6 12 修士 1. 00 平成4
（博士前期課程） （文学） 年度

生活科学研究科 0.35 
食物栄養学専攻 3 2 一 6 博士 0. 50 平成17
（博士後期課程） （食物栄養学） 年度
食物栄養学専攻 2 6 12 修士 0.33 昭和41
(t尊士前期謀程） （食物栄養学） 年度
生活環犠学専攻 2 6 12 修士 0. 83 平成元
（修士課程） （生活科学） 年度

人聞社会研究科
人聞社会専攻 2 7 14 修士 0. 29 平成22
（修士課程） （人聞社会） 年度
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大 学 の名 称 ｜ 実践女子短期大学

既問等由名称｜草原
｜

定 員
｜

宜員
｜

宣
年 人年次

人

人

備 考

超過率｜年度 所在地

倍

0. 93
日本語コミュニケー 2001 短期大学士 a. 96 I昭和27
ション学科 （日本語コミ1才一 年度

ション学）
英語コミュニケー シヨ｜ン学科 吋短期大学士

（英語コミ1ニケーショ
神明一 丁目

年度 13番地の1

ーノ

ン学）
平成23年より学生募
集停止（生活福祉学
科）

（注） ・ 本調査の対象となっている大学等の設置者（学校法人等）が ， 設置している全ての大学の学部，

学部の学科，短期大学の学科及び高等専門学校の学科（A C対象学部等を含む）について，大学，

短期大学又は高等専門学校ごとに，平成24年5月1日現在の状況を記入してください。

（専攻科に係るものについては ， 記入する必要はありません。）

「定員超過率jには ， 標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の

平均の小数点第2位まで（小数点第3位を切り捨て）を，学科（短期大学において専攻課程を設置

している場合には，専攻課程）単位で記入してください。

学生募集を停止している学部等がある場合，入学定員と収容定員は「一Jとし ， 「備考Jに「平成

O年より学生募集停止」と記入してください。
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5 教員組織の状況

＜文学研究科 美術史学専攻 （惇土後期課程〉＞

(1)担当教員表

m 可 時 の 計 画 変 更 状 i兄
専任・ 尊伝・
策担・

職名 氏 名 就任予定年月 m当俊業科目名
世担・

職名 氏 名 就任予定年月 担当綬薬科目名兼任 （年 齢） 睦佳 （年 齢）
の別 D別

｛中町（相武） 日本質術史特殊研究尊 教鰻 啓子 平成23年4月 研究指等特殊演習

児島（近旗） 日本近代費術史特殊研
教授 • 平成23年4月提

研寛指噂特殊演習

専 教慢 宮崎 法子 平成23年4月 東洋費術史特殊研究
研究指揮特殊演習

専 教慢 武笠 朗 平成23年4月 仏教美術史特様研究
研究指縛特掠演習

六人部 昭典 西洋近代費術史特殊研
教授 平成23年4月 究

研究指噂特殊演習

耳事 教媛 椎原 伸↑専 平成23年4月 芸術学特殊研寛
研究指場特殊演習

専 ;t:教 駒田 亙紀子 平成23年4月 西洋費術史縛掠研究
研究指湖特孫演習

（注） ・届出．の織式第3号（その2の1 ）に準じて作成してください。
なお ． 当骸G:置に係る研究科等に所属しない教員であって． 全学共通． 学部共通などの授業科目を鐙当する教員組織に

所属している場合は ， (00研究科 00専攻（00課程）〉の箇所を「共通Jとし， 表を分けて作成してください．
後任が決まっていない場合には， 「後任未定」とle入してください。
辞任者は「備考」に退職年月， 氏名 ， 理由を記入してください。

備 考

＼ーノ

年齢は 『毘可制帽I に閥幹輔の臨時におけ硝年齢を 『祖師tには即時5 JI ，日現在のm

0 を位入してください．
教員を学年進行中に変更した又lま変更する予定の場合（「新規採用J . 「担当短調陸軍ヰ目の変更J 又lま「昇格」をいう．）は ．

変更後の状況を記入するとともに． その理由 ， 後任者が決まっていない場合は ， 「変更状況」の「氏名」に「後任未定jと記入し ．

及び今後の探用計画を『備考」に飽入してください。

「事前伺いJにより股置された学部等については ． 当骸項目をle載する必要はありません。

(2）専任教員叙

m 可 時 の 針 菌

研究指導教員｜研究指事補助教員｜ 計

7 。 7 

( 7 ) ( 0 ) ( 7 ) 

変 更 状 況

助 手｜｜研究指導教員｜研究指導補動教員｜ 計 助 手

。 7 

( 0 ) [ 0 J 

。

[ 0 J 

7 I o 

[ o J I c o l 

備

（注） ・「届出時の計画」には ， 届出時に予定されていた完成時の人数を包入するとともに ， （ ）肉に開E生時の状況をle入し ，

「変更状況」には ， 平成23年5月1日現在（就任予定の者を含む）の状況を位入するとともに ． ［ ］肉に届出時の
計画との場減数をle入してください。 (le入伊1 1 名滅の場合 ム 1 ) 
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(3）専任教員辞任等の理由

番 号｜織 位 専任教員氏名

骸当なし

辞任（就任辞退を含む）等の理由

（注） ・届出時の計画からの専任教員の辞任等の理由について， 可能な限り具体的に配入してください。
・「事前伺いJにより段置された学部等については．当核項目を記載する必要はありません。

(4）専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

該当なし

（注）・ 上位（3）の教員の辞任等による学生の履修等への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周知方法」を位入してください。
「事前伺いJにより鮫置された学部等については， 当骸項目を犯載する必要はありません。

ーノ
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6 留意事項に対する履行状況等

区 分 留 意 事 項 履 行 状 況
未履行事項について

の実施計画

設置計画履行状況

調 査 時 該当なし 該当なし 該当なし

（平成23年5月）

設置計画履行状況

調 査 時 該当なし 該当なし 該当なし

（平成24年5月）

設置計画履行状況

調 査 時

（平成25年5月）

（注） ・ 「設置計画履行状況調査時」には． 当該設置計画履行状況調査の結果． 付された留意事項に対する

履行状況等について具体的に記入するとともに． その履行状況等を裏付ける資料があれば添付して

ください。

＼ノ

定員管理に係る留意事項への履行状況については， 指摘開けた掌科等についてのみ記入して ゾ
ください。

該当がない場合には， 「該当なし」と記入してください。

「事前伺い」により設置された学部等については， 当該項目を記載する必要はありません。
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｝ノ

7 その他全般的事項

く文学研究科 美術史学専攻 （博士後期課程〉＞

C 1 ）設置計画変更事項等

認 可 時 の 計 画 変更内容・状況， 今後の見通しなど

なし なし

（注） ・ 1～6の項目に犯人した事項以外で ． 設置認可時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）
及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

認可申請書の「設置の趣旨等を記載した書類」の項目に沿って作成し それ以外の事柄については
適宜項目を設けてください。（記入例参照）
「事前伺いJにより設置された学部等については ． 当該項目を記由民する必要はありません。

(2 ）教員の資質の維持向上の方策 CF D活動さむ〉

ω 実施体制
a 委員会の設置状況

大学全体では、実践女子大学 F D 推進委員会を設置している。 F D 推進委員会のもと各学部 F D 委員会を
設けている。

大学院における教員の資質の維持向上のために、全学組織としての研究科専門委員会（大学院学則第25
条）を設け、協議をしている。

b 委員会の開催状況（教員の参加状況含む）
平成23年度の開催状況は、次のとおりである。
実践女子大学 F D 推進委員会は、各学部長、学科・課程主任、大学教育研究センタ ー長等で構成され

（ 概ね全委員が出席し、5回開催された。
｜ 研究科専門委員会は、 7回開催し、毎回各専攻より1名ずつ委員が出席した。
I c 委員会の審議事項

F D の基本活動（活動方針、活動項目、活動予定の策定等）に関すること
F Dに関する情報・資料の収集及び広報活動に関すること
F D に関する講演会、研修会等の開催に関すること

学生による授業評価に関すること
T A制度の導入について
学部研究生制度の導入について
その他教育の充実・向上のための諸施策、教育の改普及び教員の能力開発に関するζと

② 実施状況
a 実施肉容

・学生による授業評価およびその結果の学内への公表
．研究指導体制の検討
－他大学の教員による F D 講演会

b 実施方法
－学生による授業評価

授業は、学生と教員が1対1となる科目が多いため、学生の理解度を百十りながら進度や授業方法を工夫
するとともに、教員聞の意見聴取を積極的に行い、適切な指導が行えるようにしている。

－研究指導体制の検討
研究指導体制は、主研究指導教員1名、ii］研究指導教員1名以上が担当する複数指導体制としている。
主研究指導教員と副研究指導教員は相互に連携し、適切な研究指導を行うよう努めている。また、各学
生の指導教員が相互に連機をとり指導力の向上につとめている。

c 開催状況（教員の参加状況含む）
・学生による授業評価 必要に応じて随時
・研究指導体制の検討 研究科専門委員会開催時

d 実施結果を踏まえた授業改善への取組状況
平成24年度の状況を踏まえ、次年度以降の綬業改善に向けて取組んでいく。

③ 学生に対する授業評価アンケー 卜の実施状況
a 実施の有無及び実施時期

－授業評価アンケー トは、7月、1月に実施している。

b 教員や学生への公開状況 方法等
・結果に対する肉容の一部と、どのように対応したかを取りまとめたものを、図書館に設置し公開している。

（注）・「①a 委員会の設置状況Jには， 関係規程等を転載又は添付すること。
「②実施状況」には ． 実施されている取組を全て記敏すること。（記入例参照）

「事前伺い」により設置された学部等については． 当該項目を記載する必要はありません。
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(3) 自己点検・評価等に関する事項

1)設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・且
文学研究科では、自己点検・評価の取組として、自己点検・評価・改善委員会を設置し、日常的に教育研究

のあり方を点検している。
平成24年4月入学者数については、入学定員2名に対し、1名の入学となった。同専攻の↑尊士前期課程の

定員超過率が1. 16倍であり、潜在的に社会的ニー ズがあると考えるが、さらに学内外を問わず広報を行い、入学
定員の確保に努める。

② 自己点検・評価報告書
大学全体の自己点検・評価報告書は、平成25年度公表に向けて準備を進める。

a 公表（予定）時期
平成25年7月公表予定

b 公表方法
自己点検・評価報告書を刊行し、大学ホームペー ジにも公開する。

！③ 認証評価を受ける計画
平成25年度に評価機関（大学基準協会）の評価を受けるべく、学内で報告書の準備を実施中。

（注）・ 設置認可蒔視す面の変更（文は朱実施）の有無に関わらず記入してください。
また ． 「① 設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については， できるだけ具体的な板拠を
含めて記入してください。

なお． 「② 自己点検・評価報告書Jについては． 当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ
いて記入してください。

(4）情報公表に関する事項

0 設置計画履行状況報告書

a ホームペー ジに公表の有無 ＠ 無

b 公表時期（未公表の場合は予定時期） 平成24年10月1日
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